
（様式第２号） 

SDGs 達成に向けた宣言書（要件１） 

 

202４年１０月３０日 

 

所在地 甲府市大里町３６３０－１ 

企業名 株式会社アウロジャパン 

代表者 鈴木啓太  

 

当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

記 

SDGs 達成に向けた経営方針等 

AURO 本社(ドイツ)は 40 年以上前からサスティナビリティ(持続可能性)の追求した中で自然塗料を製

造している。原料は生分解性のある植物原料を主体とし、パッケージ素材には海洋プラスチックのリサ

イクル素材等を使用。石油由来の原料や素材をできる限り使用しないこの取り組みは二酸化炭素の排出

を大きく低減できるため環境に優しく、さらに人に対してもシックハウス症候群等の悪影響を引き起こ

しづらい大きな利点がある。弊社もこのコンセプトを踏襲し、環境や人に負担のかからない経営に力を

注いでいく。 

 

３側面 

（主な分

野にレ） 

SDGs 達成に向けた重点的な取組 2030 年に向けた指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

登録年月日： 

✓環境 

☐社会 

☐経済 

環境に配慮した梱包資材の採用 

現在 30％→2030 年：

70％へ 

プラスチック保護資材

に代わる資材の検討 

 

（進捗率） 

 

☐環境 

✓社会 

☐経済 

働き方改革の推進 

柔軟な勤務体系の制定 

健康経営(健康診断受

診率100％→2030年：

100％継続) 

 

（進捗率） 

 

☐環境 

☐社会 

✓経済 

リスクマネジメントの徹底 

事業リスクを伴う事案

のリスク評価の実施  

現在 50％→2030 年：

75％継続      

 

（進捗率） 

 

 

2030 年の目指す姿 

市場には自然塗料を装った「偽の自然塗料」が乱立している。施主(依頼する人)、職人(使用する人)、塗

料店(販売する人)、すべての立場の人が正しい知識を持って「本物の自然塗料」に出会えるよう継続的に

情報発信を行う。梱包に関してもプラスチック素材を低減し、また配送にかかるエネルギーを考慮し「置

き配」を推進していく。 

 



【記載留意点】 

・上記については「SDGs 達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、（様式第３号）「SDGs 

 達成に向けた取組チェックリスト」（要件２）に記載いただいた取組を踏まえ、「SDGs 達成に向けた重 

点的な取組」を記載してください。 
・指標は、原則として数値目標を記載してください。 
・「環境」、「社会」、「経済」の 3側面の全てについて重点的な取組を記載してください。該当する分野 

にチェックを入れ、取組が複数の分野にまたがる場合は、複数にチェックを入れてください。 

・重点的な取組及び指標の進捗状況については、新規登録時は記入不要です。 


